職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
車載用電子部品メーカーの品質保証課にて◯年間、コネクタ・ハーネスの受入検査から工程内検査、出荷検査までを担当してまいりました。三次元測定機や画像検査装置を用いた寸法・外観検査に加え、検査データの管理図運用と工程能力の確認を日常業務として行っております。不良が出た際は現品確認と製造条件の確認を起点に、製造・設計部門と合同で是正処置をまとめ、検査基準書へ反映する流れを定着させました。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：車載用電子部品の製造・販売を行うメーカー（従業員約◯名／品質保証課◯名）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：品質管理（機械・電子）
【担当業務】
・車載用コネクタ・ハーネスの受入検査、工程内検査、出荷検査（月間約◯万個）
・三次元測定機・投影機・マイクロスコープによる寸法・外観検査と検査記録の作成
・検査データの集計、管理図の運用、工程能力（Cpk）の算出と月次報告
・不良発生時の現品調査・原因分析と是正処置報告書（8D）の作成、検査基準書への反映
・顧客からの品質問い合わせ対応、内部監査および顧客監査時の品質記録の準備・説明
【実績】
・工程内不良のロット別・発生位置別の集計から治具の位置決め精度を要因と特定し、製造部門と治具を改良。はんだ不良率を月平均◯%から◯%へ低減
・検査基準書の限度見本を写真付きに改訂し、検査員◯名への教育を実施。判定のばらつきに起因する顧客への流出件数を年間◯件から◯件へ削減


■活かせる経験・知識・スキル
・三次元測定機・投影機・マイクロスコープによる寸法・外観検査
・画像検査装置の判定条件設定と日常の精度確認
・管理図・工程能力分析、QC7つ道具を用いた不良解析
・是正処置報告書（8D）、コントロールプラン、検査基準書の作成・更新
■資格
・品質管理検定（QC検定）2級（20XX年X月取得）
・ISO9001内部監査員研修 修了（20XX年X月）
■自己PR
不良の再発を防ぐために、現品・データ・工程の三方向から事実を確認して原因を絞り込むことを徹底してきました。はんだ不良が続いた工程では、ロット別の不良位置を集計して治具の位置決め精度に偏りがあることを突き止め、製造部門と治具を改良したうえで検査基準書と検査員向け手順に反映し、月平均の不良率を◯%から◯%へ下げることができました。前職では車載部品が中心でしたが、測定器の使い分けや是正処置報告書のまとめ方は製品が変わっても活かせるため、貴社の製品特性と検査要件を早期に把握し、工程内での品質の作り込みに貢献したいと考えております。
以上
